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休廃止鉱山対策事業坑廃水処理及び施設維持管理業務委託に係る 

一般競争入札公告 

 

次のとおり一般競争入札に付すこととしたので、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第

１６７条の６第１項の規定により公告する。 

 

令和６年３月８日 

 

山梨県知事 長崎 幸太郎 

 

一 一般競争入札に付する事項 

 １ 役務の名称及び数量 

休廃止鉱山対策事業坑廃水処理及び施設維持管理業務委託 一式 

 ２ 役務の概要 

旧宝鉱山の坑廃水を集水し、中和処理を行うとともに、発生する澱物を脱水し、ケーキ化す

る一連の坑廃水処理及びこれに附随する施設の維持管理等に係る業務 

 ３ 役務の仕様等 

    入札説明書及び仕様書による。 

 ４ 履行期間 

    令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 ５ 履行場所 

    山梨県都留市大幡地内  

旧宝鉱山及び坑廃水処理施設 

 ６ 入札の位置づけ 

    本入札は、年度開始前の契約準備行為であるため、本入札における落札の効果は、令和６年

４月１日に令和６年度予算発効時において効力を生ずるものとする。 

 

二 一般競争入札の参加資格 

１ 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること。 

２ 物品等に係る競争入札に参加する者に必要な資格等（令和３年山梨県告示第６７号）に規定す

る山梨県物品等入札参加資格者名簿に登載されている者であること。 

３ 山梨県物品等入札参加資格者名簿の登録業種のうち、次のいずれかに登録されている者である

こと。 

ア 貯水槽等点検・保守・清掃（６１－３） 

イ 浄化槽・汚水槽等点検・保守・清掃（６１－４） 

ウ 貯水・汚水・浄化槽等点検・保守（１６－１３） 

エ その他その他役務（７０－９９） 

オ その他(役務)（２３－９９） 

４ この公告の日から入札の日までの間に山梨県から「山梨県物品購入等契約に係る指名停止等措

置要領」に基づく指名停止を受けている日が含まれている者でないこと。 

５ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始の申し立て、又は民事再生法

（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続開始の申し立てがなされている者（更生手続開

始又は再生手続開始の決定を受けた者を除く。）でないこと。 

６ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規

定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）でないこと又は法人であってその役員が暴力団員で

ないこと。 
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７ 平成３０年４月１日から令和５年３月３１日までの５年間において、１年間継続しての休廃止

鉱山坑廃水処理業務を元請けとして契約を結び、当該契約を履行した実績を有する者であること。 

８ 集中豪雨、台風、地震などの緊急時には、３０分以内に現場に到着し対応できる人員を確保で

きる者であること。 

 

三 入札手続等 

１ 契約条項を示す場所、入札説明書等の交付場所及び問い合わせ先 

   郵便番号４００－８５０１ 山梨県甲府市丸の内一丁目６番１号 

   山梨県産業労働部産業政策課 企画・団体・商業担当 電話０５５－２２３－１５３２ 

２ 入札説明書等の交付方法 

    令和６年３月８日（金）から同月１４日（木）までの山梨県の休日を定める条例（平成元年

山梨県条例第６号）に定める県の休日（以下「県の休日」という。）を除く毎日、午前１０時か

ら正午まで及び午後１時から午後４時まで三の１の場所において交付する。 

３ 入札参加資格確認申請書の提出方法 

令和６年３月８日（金）から同月１４日（木）までの山梨県の休日を除く毎日、午前１０時

から正午まで及び午後１時から午後４時まで三の１の場所に提出すること。 

 ４ 入札及び開札の日時及び場所 

   令和６年３月２５日（月）午後１時３０分 

   山梨県甲府市丸の内一丁目６番１号 山梨県庁別館３階 産業労働部会議室 

 ５ 入札方法 

落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当する額

を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）

をもって落札価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免

税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を入

札書に記載すること。 

６ 入札の無効 

二の一般競争入札の参加資格のない者の行った入札、入札条件に違反した者の行った入札、

入札者に求められる義務を履行しなかった者の行った入札その他山梨県財務規則（昭和３９年

山梨県規則第１１号。以下「規則」という。）第１２９条各号のいずれかに該当する入札は、無

効とする。 

７ 落札者の決定方法 

規則第１２７条第１項の規定により定められた予定価格の範囲内で最低価格をもって有効

な入札を行った者を落札者とする。 

 

四 その他 

 １ 入札保証金 

免除（規則第１０８条の２第２号の規定による。） 

２ 契約保証金 

契約を締結しようとする者は、規則第１０９条に規定する契約保証金を納めなければならな

い。ただし、規則第１０９条の２の規定に該当する者は、これを免除する。 

 ３ 違約金の有無 

   有 

 ４ 契約書作成の要否 

   要 

 ５ 前払金の有無 

   無 

６ その他 
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落札者が契約締結までの間に「二 一般競争入札の参加資格」に掲げた参加資格のうち、一

つでも満たさなくなった場合は契約を締結しない。この場合において、県は損害賠償の責めを

負わないものとする。その他詳細は、入札説明書による。 
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入 札 説 明 書 

 

この入札説明書は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、地方自治法施行令（昭和２２年政

令第１６号）、山梨県財務規則（昭和３９年山梨県規則第１１号。以下「規則」という。）及び本

件の調達に係る公告（以下「入札公告」という。）に定めるもののほか、本件の調達契約について、

一般競争入札に参加しようとする者（以下「入札参加者」という。）が熟知し、かつ、遵守しなけ

ればならない一般的な事項を明らかにするものである。 

 

１ 公告日 令和６年３月８日（金） 

 

２ 一般競争入札に付する事項 

（１） 役務の名称及び数量 

休廃止鉱山対策事業坑廃水処理及び施設維持管理業務委託 一式 

（２） 役務の概要 

     旧宝鉱山の坑廃水を集水し、中和処理を行うとともに、発生する澱物を脱水し、ケー

キ化する一連の坑廃水処理及びこれに附随する施設の維持管理等に係る業務 

 （３） 役務の仕様等 

     別添仕様書のとおり。 

 （４） 履行期間 

     令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 （５） 履行場所 

     山梨県都留市大幡地内  

旧宝鉱山及び坑廃水処理施設 

 （６） 入札の位置づけ 

     本入札は、年度開始前の契約準備行為であるため、本入札における落札の効果は、令

和６年４月１日に令和６年度予算発効時において効力を生ずるものとする。 

 

３ 入札参加者に必要な資格 

次に掲げる要件を全て満たす者で、山梨県の審査及び確認により入札参加資格があると認め

られた者とする。 

（１） 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること。 

（２） 物品等に係る競争入札に参加する者に必要な資格等（令和３年山梨県告示第６７号）

に規定する山梨県物品等入札参加資格者名簿に登載されている者であること。 

（３） 山梨県物品等入札参加資格者名簿の登録業種のうち、次のいずれかに登録されてい

る者であること。 

  ア 貯水槽等点検・保守・清掃（６１－３） 

  イ 浄化槽・汚水槽等点検・保守・清掃（６１－４） 

  ウ 貯水・汚水・浄化槽等点検・保守（１６－１３） 

  エ その他その他役務（７０－９９） 

  オ その他(役務)（２３－９９） 

（４） この公告の日から入札の日までの間に山梨県から「山梨県物品購入等契約に係る指

名停止等措置要領」に基づく指名停止を受けている日が含まれている者でないこと。 
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（５） 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始の申し立て、又は

民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続開始の申し立てがなされ

ている者（更生手続開始又は再生手続開始の決定を受けた者を除く。）でないこと。 

（６）  暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条

第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）でないこと又は法人であって

その役員が暴力団員でないこと。 

（７） 平成３０年４月１日から令和５年３月３１日までの５年間において、１年間継続し

ての休廃止鉱山坑廃水処理業務を元請けとして契約を結び、当該契約を履行した実績

を有する者であること。 

（８） 集中豪雨、台風、地震などの緊急時には、３０分以内に現場に到着し対応できる人

員を確保できる者であること。 

 

４ 入札参加資格の確認 

  入札参加者は、様式１の入札参加資格審査確認申請書（以下「確認申請書」という。）を提出

し、入札参加資格の確認を受けなければならない。 

（１） 確認申請書の提出期間 

     この入札説明書の交付を受けた日から令和６年３月１４日（木）までの山梨県の休

日を定める条例（平成元年山梨県条例第６号）に定める県の休日を除く毎日、午前 

１０時から正午まで及び午後１時から午後４時までとする。 

（２） 確認申請書の手続き 

     確認申請書の提出は、持参するものとする。 

（３） 確認申請書の提出場所 

     山梨県産業労働部産業政策課 企画・団体・商業担当  

山梨県甲府市丸の内一丁目６番１号 

電話 ０５５－２２３－１５３２(直通) 

（４） 確認申請書に次の書類を添付すること。 

ア ３の（２）を証する書類の写し（「物品等競争入札参加資格審査申請の審査結果につ

いて」通知書） 

イ 誓約書（様式２） 

    ウ ３の（７）を証する書類（様式３。契約書の写し等添付書類を含む。） 

   エ ３の（８）を証する書類 

   オ 返信用封筒（８４円切手を貼付し、返信先を担当部署・担当者名まで記載すること。） 

（５）  提出部数 

     １部 

（６） 入札参加資格の確認結果 

入札参加資格の確認結果（様式４）は、令和６年３月１５日（金）までに郵便によ

り発送する。 

（７） その他 

   ① 提出期限後の申請書の差し替え、再提出は認めない。 

   ② 提出された申請書等は、県において公表及び無断使用はしない。 

   ③ 提出された申請書等は、返却しない。 
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５ 入札参加資格がないと認められた者に対する理由の説明 

  入札参加資格の確認の結果、入札参加資格がないと認められた者は、その理由について、

説明を求めることができる。 

  （１） 手続き 

      令和６年３月１９日（火）午後４時までに山梨県知事あての書面（様式任意）を

４の（３）の場所に持参して行わなければならない。 

  （２） 回答 

      令和６年３月２１日（木）までに郵便により発送する。 

 

６ 入札説明書及び仕様書に関する質問書の受付、回答書の公表 

（１） 質問の受付 

質問事項がある場合は、質問内容を簡潔にまとめ、質問書（様式５）に記入のうえ、

令和６年３月１４日（木）午後４時までに、持参、郵送又は電子メール（ファイル添

付）にて、下記の提出先に提出すること。 

また、電子メールで提出する場合は、件名を「休廃止鉱山対策事業坑廃水処理業務

委託 入札説明書に関する質問」とし、送信後、下記の連絡先に到着を確認すること。 

     メールアドレス：sangyo-sei@pref.yamanashi.lg.jp 

        電話（連絡先） 

山梨県産業労働部産業政策課 企画・団体・商業担当 

電話 ０５５－２２３－１５３２(直通) 

（２） 質問に対する回答書の公表 

      令和６年３月２１日（木）までに山梨県ホームページ（入札公告の掲載ページ）に

掲載するととともに、山梨県産業労働部産業政策課企画・団体・商業担当において

回答書を配布する。 

 

７ 入札及び開札の日時及び場所 

（１） 実施日  令和６年３月２５日（月）午後１時３０分 

（２） 場 所  山梨県甲府市丸の内一丁目６番１号  

山梨県庁別館３階 産業労働部会議室 

 

８ 入札及び開札の立ち会い 

入札及び開札の立ち会いについては、代表者又はその代理人をもって行う。 

なお、代理人が入札及び開札に立ち会う場合においては、入札者の委任状（様式６）を提出

すること。 

 

９ 入札方法等 

  （１） 入札参加者は、入札説明書、仕様書及び質問に対する回答を熟知の上、入札しなけ

ればならない。 

      入札後、入札公告、仕様書及び入札説明書等の不知又は不明を理由として、異議を

申し立てることはできない。 

  （２） 入札参加に際しては、４の（６）の入札参加資格確認通知書（様式４。写しでも可）

を持参すること。 
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（３） 代表者が出席する場合は、代表者の印鑑を持参すること。 

      また、代理人が出席する場合は、委任状（様式６）と当日出席する者の印鑑を持参

すること。 

      （委任状の受任者の印と当日出席し入札に参加する者の印が同じであること。） 

（４） 入札金額は、２の（４）の履行期間において当該役務の提供に要する一切の経費（た

だし、仕様書において山梨県が負担するものを除く。）を見積もること。 

落札者の決定に当たっては、入札書に記載された金額に該当する金額の１００分の

１０に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端

数金額を切り捨てた金額）をもって落札価格とするので、入札者は、消費税及び地方

消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望

金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。 

（５） 入札書（様式７）は、上記（４）の入札金額のほか、次の各号に掲げる事項を記載

し、提出すること。 

ア 入札書の日付、件名及び履行場所。なお、件名については、「休廃止鉱山対策事業坑

廃水処理及び施設維持管理業務委託」とし、履行場所については、「山梨県都留市大幡

地内 旧宝鉱山及び坑廃水処理施設」とすること。 

   イ 代表者が入札する場合は、その住所及び氏名（法人の場合は、その所在地、商号又

は名称及び代表者の氏名）、並びに押印 

     代理人が入札する場合は、代表者の住所及び氏名（法人の場合は、その所在地、商

号又は名称及び代表者の氏名）、並びに当該代理人の氏名及び押印 

（６） 入札書の記載内容を訂正したときは、当該訂正箇所に押印しなければならない。 

      ただし、入札金額を訂正した入札書は無効となる。 

（７） 代表者又はその代理人は、その入札書の引替え、変更、取り消しをすることができな

い。 

（８） 入札回数は２回を限度とする。 

 

１０ 入札の無効条件 

次のいずれかに該当する場合の入札は無効とする。 

（１） 入札公告に示した入札参加資格のない者の入札 

  （２） 入札時刻に間に合わなかったとき 

（３） 指定の日時までに入札書が提出されないとき 

（４） 同一の入札に他の入札参加者の代理人を兼ねた場合、又は２人以上の代理人として

行われた入札 

 （５） 入札書の記載に不備がある場合 

  （６） 入札参加者に求められる義務を履行しなかった者の行った入札 

  （７） その他入札条件に違反した入札 

 

１１ 落札者の決定 

（１） 規則第１２７条第１項の規定により定められた予定価格の範囲内で最低価格をもっ

て有効な入札を行った者を落札者とする。 

（２） 落札となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに、くじ引きによ

り落札者を決定するものとする。 
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（３） 開札の結果、予定価格の制限に達した価格の入札がないときは、再度入札を行う。 

     ただし、１回目の入札において無効の入札を行った者は、再度入札に参加すること

はできない。 

（４） 再度入札に付して落札者がいないときは、地方自治法施行令第１６７条の２第１項

第８号の規定に基づき随意契約によることができるものとする（様式８）。 

（５） 落札者が別に指定する期日までに契約書の取り交わしをしないときは、落札の決定

を取り消す。 

 

１２ 入札保証金及び契約保証金 

（１） 入札保証金は免除とする（規則第１０８条の２第２号の規定による）。 

（２） 契約を締結しようとする者は、規則第１０９条に規定する契約保証金を納めなけれ

ばならない。ただし、規則第１０９条の２の規定に該当する者は、これを免除する。 

 （３）規則第１２０条に該当する場合は、違約金を徴収する。 

 

１３ 契約に関する事項 

  （１） 契約書は２通作成し、双方各１通を保管する。 

 （２） 契約は、山梨県知事と落札者が契約書に記名押印したときに確定する。 

 

１４ その他 

 （１） 落札者が契約締結までの間に「３ 入札参加者に必要な資格」に掲げた参加資格の

うち、一つでも満たさなくなった場合は契約を締結しない。また、この場合において、

山梨県は損害賠償の責めを負わないものとする。 

 （２） 入札参加者又は契約の相手方が本件の調達に関して要した費用については、全て当

該入札参加者又は契約の相手方が負担するものとする。 

（３）本件調達の担当 

    山梨県産業労働部産業政策課 企画・団体・商業担当 

    電話  ０５５－２２３－１５３２（直通） 
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別紙 

入  札  心  得  
 

 
  （全般事項）  
ア   入札は、一般競争入札公告又は指名通知で指示した日時及び場所において行う。この場合において、指

示された時間に遅刻した者の入札参加は原則として認められない。  
 
イ   入札参加者は、配付した入札書に必要な事項を記載し、記名押印のうえ、入札箱に投入しなければなら

ない。  
 
ウ   入札は総額により行わなければならない。ただし、単価によるべきことを別途指示されたときは、その

指示による。  
 
エ  最低制限価格は設けない。  
 
オ   落札決定にあたっては、入札書に記載された金額に記載された入札金額に消費税法及び地方税法に定め

る消費税及び地方消費税の税率を乗じた額に相当する額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その

端数金額を切り捨てた金額）を加算した金額をもって落札金額とするので、入札者は、消費税及び地方消費

税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額から消費税法及び地

方税法に定める消費税及び地方消費税に相当する額を除いた金額を入札書に記載すること。  

 
  （委任状）  
カ   入札者が、代理人をして入札させようとするときは、代理人に委任状を提出させなければならない。  
 
  （入札書の書換等の禁止）  
キ   入札者は、入札書の書換え、引替え又は撤回をすることができない。  
 
  （入札の取りやめ等）  
ク   入札参加者が連合し、又は妨害、不正行為等により入札を公正に執行することができないと認められる

ときは、当該入札者を入札に参加させず、又は入札の執行を延期し、若しくは取りやめることがある。  
 
  （開札）  
ケ   開札は入札終了後直ちに当該入札場所において、入札者を立ち会わせて行う。  
 
  （入札の無効）  
コ   次の各号の一に該当する入札は無効とする。  
 (ｱ)  入札に参加する資格のないものが行った入札。  
 (ｲ)  不正行為が判明した入札。  
 (ｳ)  納付を免除されている場合を除き、入札保証金を納付されていない入札。  
 (ｴ)  入札書の金額、氏名、印鑑又は、重大な文字の誤脱によって必要事項を確認しがたい入札。  
 (ｵ)  その他入札事項に違反した入札。  
 
  （落札者の決定）  
サ   落札者は予定価格の範囲内で、最低の価格をもって入札をした者とする。  
    落札者の決定がなされたときは、その場で当該入札者にその旨を発表する。  
 
  （くじによる落札者の決定）  
シ   落札とすべき同額の入札をした者が２人以上いるときは、直ちに当該入札者にくじを引かせ落札者を決

定する。この場合入札者はくじを辞退することはできない。  
    前項の場合において、当該入札者のうち、くじを引かない者があるときは、これに代わって当該入札に関

係のない職員にくじを引かせる。  
 
  （再度入札）  
ス   開札をした結果、予定価格の範囲内の入札がないときは直ちに再度入札を行う。  
 
  （落札の取消し）  
セ   落札決定後落札者に不正行為が判明したときは、落札を取り消すとともに本人に理由を説明する。  
 
  （違約金）  
ソ   落札者が契約を結ばないとき、又は落札者に不正な行為があって、落札を取り消したときは入札金額の

１００分の５に相当する金額を違約金として徴収する。  

 



 

 

委 託 契 約 書（案） 

 

山梨県（以下「甲」という。）と          （以下「乙」という。）とは、休廃止鉱山対

策事業坑廃水処理及び施設維持管理業務（以下「本業務」という。）の委託に関し、次のとおり契約を

締結する。 

 

（委託業務） 

第１条 甲は、次のとおり本業務を乙に委託する。 

（１）業務の内容  旧宝鉱山（山梨県都留市大幡地内）における坑廃水処理及び施設の維持管理業務 

（２）委 託 期 間         令和６年４月 １日から 

              令和７年３月３１日まで 

（３）委 託 金 額         金          円 

（うち消費税額及び地方消費税相当額         円） 

（４）契約保証金  契約を締結しようとする者は、山梨県財務規則（昭和３９年山梨県規則第１１

号。以下「規則」という。）第１０９条に規定する契約保証金を納めなければな

らない。ただし、規則第１０９条の２の規定に該当する者は、これを免除する。 

 

（業務の実施） 

第２条 乙は、別紙委託業務仕様書（以下「仕様書」という。）に基づき、本業務を誠実に実施するも

のとする。 

 

（権利義務の譲渡等） 

第３条 乙は、この契約によって生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、又は承継させてはならない。

ただし、あらかじめ甲の書面による承諾を得た場合は、この限りでない。 

 

（再委託の禁止） 

第４条 乙は、委託業務の全部又は一部の処理を第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。ただ

し、あらかじめ甲の書面による承諾を得た場合は、この限りでない。 

 

（契約履行の原則） 

第５条 乙は、この契約の履行に当たっては、関係法令を遵守するとともに善良なる管理者の注意をも

 って実施する。 

 

（甲の指示） 

第６条 乙は、本業務の実施については、仕様書に定めるもののほか、甲の指示に従わなければならな

い。 

 

（実施状況の検査） 

第７条 甲は、本業務の実施状況について随時検査し、又は報告を求めることができる。 

 

（秘密の保持等） 

第８条 乙は、委託業務の遂行上直接若しくは間接に知り得た秘密を外部に漏らし、又は他の目的に利



 

 

用してはならない。この契約が終了し、又は解除された後においても、同様とする。 

 

（業務内容の変更等） 

第９条 甲は、必要があると認めたときは、本業務の内容を変更することができる。この場合において

委託金額を変更する必要があるときは、甲乙協議してこれを定めるものとする。 

 

（報告書の提出） 

第１０条 乙は、本業務が終了したときは、仕様書に定める実績報告書を令和７年４月５日までに甲に

提出しなければならない。 

 

（委託料の支払） 

第１１条 委託料の支払いは、四半期ごとに乙の請求により支払うものとし、乙の請求から３０日以

内に乙の指定する銀行口座へ振込により支払いを行うものとする。 

２ 甲は、その責めに帰すべき事由により、前項の支払期限までに委託料を支払わない場合は、遅延日

数に応じ、未支払金額に対し、政府契約の支払遅延防止等に関する法律（昭和２４年法律第２５６

号）第８条第１項の規定により財務大臣が決定する率を乗じて計算した金額を、遅延利息として乙に

支払うものとし、その端数計算については同条第２項の規定による。 

 

（委託料の変更） 

第１２条 本業務に要した費用が契約金額に比して不適当となった場合は、甲乙協議して委託金額を変

更できるものとする。 

 

（不履行違約金） 

第１３条   乙は、その責めに帰すべき事由によって、委託期間内に業務を完了することができない場

合は、不履行日数に応じ、委託料に対して、民法（明治２９年法律第８９号）第４０４条の法定利率

の割合で計算した額を不履行違約金として甲に支払わなければならない。ただし、不履行違約金の全

額が百円未満であるときは、この限りでない。 

 

（契約の解除） 

第１４条 甲は、乙が次の各号の一に該当すると認めたときは、この契約を解除することができる。 

（１）本業務の実施状況が著しく不適当であると認められるとき。 

（２）第７条の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は報告せず、若しくは虚偽の報告を

したとき。 

（３）自己又は自社の役員等が、次のアからカまでのいずれかに該当する者であることが判明したと

き、又は次の各号に掲げる者が、その経営に実質的に関与していることが判明したとき。 

ア  暴力団 （暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第

２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。） 

イ  暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員を

いう。以下同じ。） 

ウ  自己、自社若しくは第三者に不正に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用する

などした者 

エ 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど、直接的若しくは積極的

に暴力団の維持・運営に協力し、又は関与している者 



 

 

オ 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 

カ  下請契約又は資材、原材料の購入契約その他の契約に当たり、その相手方が上記アからオまでの

いずれかに該当することを知りながら、当該者と契約を締結した者 

（４）乙がこの契約に関して、次のアからウまでのいずれかに該当したとき。  

ア 公正取引委員会が、乙に違反行為があったとして私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法

律（昭和２２年法律第５４号。以下「独占禁止法」という。）第４９条に規定する排除措置命令又

は第６２条第１項に規定する納付命令（以下「排除措置命令等」という。）を行い、当該排除措置

命令等が確定したとき。 

イ 公正取引委員会が、乙に違反行為があったとして行った排除措置命令等に対し、行政事件訴訟法

（昭和３７年法律第１３９号）第３条第１項に規定する抗告訴訟が提起され、当該訴訟について請

求棄却又は訴却下の判決が確定したとき。 

ウ 乙（乙が法人の場合にあっては、その役員又は使用人を含む。）が刑法（明治４０年法律第４５

号）第９６条の６若しくは第１９８条又は独占禁止法第８９条第１項若しくは第９５条第１項第１

号による刑が確定したとき。 

（５）その他この契約に違反したとき。 

２ 前項の規定によりこの契約が解除された場合は、乙は、違約金として委託金額の１００分の１０に

相当する金額を甲に支払わなければならない。 

３ 第１項の規定によりこの契約が解除された場合において、乙は、甲にその損失の補償を求めること

ができない。 

 

（公正入札違約金）  

第１５条  乙は、前条第１項第４号のいずれかに該当するときは、甲が契約を解除するか否かを問わ

ず、違約金として、この契約による委託料の１０分の２に相当する額を支払わなければならない。委

託業務が完了した後も、同様とする。 

２ 前項の場合において、乙が共同企業体であり、既に解散されているときは、甲は、乙の代表者であ

った者又は構成員であった者に違約金の支払いを請求することができる。この場合において、乙の代

表者であった者及び構成員であった者は、共同連帯して前項の額を支払わなければならない。 

３ 第１項の規定は、甲に生じた実際の損害額が同項に規定する違約金の額を超える場合において、発

注者がその超過分につき賠償を請求することを妨げるものではない。 

 

（損害賠償） 

第１６条 本業務の実施に当たり乙に生じた損害は、甲の責に帰すべき理由による場合を除き、乙の負

担とする。 

２ 本業務の実施に当たり乙が第三者に及ぼした損害は、甲の責に帰すべき理由による場合を除き、乙

の負担において、その賠償を行うものとする。 

 

（不可抗力による損害） 

第１７条 乙は、天災その他の不可抗力により重大な損害を受け契約の履行が不可能となったときは、

甲に対し、遅滞なくその理由を詳細に記した書類を提出し、この契約の解除を請求することができ

る。 

２ 甲は、前項の請求を受けたときは、直ちに調査を行い、乙が明らかに損害を受け、これにより契約

の履行が不可能となったことが認められる場合は、乙の契約解除の請求を承認するものとする。 

 



 

 

（契約の費用） 

第１８条 この契約の締結に要する費用は、乙の負担とする。 

 

（管轄裁判所） 

第１９条 この契約について訴訟等の生じたときは、甲の事務所の所在地を管轄する裁判所を第１審の

裁判所とする。 

 

（契約に定めのない事項） 

第２０条 この契約に定めのない事項及びこの契約に関し疑義の生じた事項については、山梨県財務規

則の定めによるものとし、なお疑義があるときは、甲と乙とが協議して定めるものとする。 

 

 

この契約の締結を証するため本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、それぞれ１通を保有するものと

する。 

 

令和６年４月１日 

 

甲  山梨県甲府市丸の内一丁目６番１号 

   山梨県知事  長 崎  幸太郎   ㊞ 

 

 

乙      

 

㊞   
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委 託 業 務 仕 様 書 

 

（適用範囲） 

第１条 本仕様書は、山梨県（以下「甲」という。）が、         （以下「乙」という。）

に委託する休廃止鉱山対策事業坑廃水処理及び施設維持管理業務に適用する。 

 

（業務目的） 

第２条 業務の対象となる旧宝鉱山では、採掘空洞を湛水水没させることで鉱床・鉱壁の酸化防止を

し、水質の改善を図り、また湛水の水圧により坑内の湧水を封じ込め坑内水量の減少化を図ってい

る。 

このため、下二坑、西坑、本坑の順に耐圧密閉プラグが設置され、湛水位面を上四坑レベルまで上

げ、上四坑よりの越流水を坑廃水として排出している。また、上七坑前堆積場、赤棚沢堆積場及び下

二坑にも浸透水があり、いずれも有害物質を含有した強酸性の水となっている。 

  よって、鉱害の発生を防止するため、これらの坑廃水を集水し、中和処理を行うとともに、発生す

る澱物を脱水し、ケーキ化する一連の坑廃水処理、及びこれに附随する施設の維持管理等に係る業務

を委託するものである。 

 

（履行場所） 

第３条 本業務の履行場所は、山梨県都留市大幡地内とする。 

 

（業務の概要） 

第４条 甲が乙に委託する業務は、坑廃水を法令に定める基準以下で公共用水域に排出するために必要

な処理業務及びこれに附帯する業務並びに坑廃水処理に必要な施設の維持管理及びこれに附帯する業

務であり、その業務の概要は次のとおりである。 

（１）集水した坑廃水を消石灰中和法により中和処理し、上澄水を河川に放流する業務 

（２）中和処理に伴って発生する澱物をすべて脱水処理する業務 

（３）中和処理施設、坑口、坑廃水導水管、排水管及び各坑口への管理道路（道路下の暗渠含む）等の

保守点検及び維持管理、並びに澱物堆積場を含む施設周辺の点検及び環境整備に関する業務 

（４）管理記録簿の整備 

（５）その他業務の目的を達成するため甲が指示する業務 

 

（業務の内容） 

第５条 前条のために乙は、中和処理施設の運転または操作を行うが、その際は、設備・機器等の性能

特性を把握し、安全確実な方法により、業務を的確かつ円滑に実施するものとする。なお、降雨等に

よる原水の増水時の運転については、甲と連絡を密にし、的確な措置を講ずるよう努めることとす

る。 

２ 乙は、中和処理施設の事故を未然に防止するとともに、各種機器等の正常な運転を維持するため、

日常点検・整備を行うものとする。 

３ 乙は、旧宝鉱山内の導水管、各坑口等の点検を原則として月２回以上行い、危険個所、異常な出水

等の監視、導水管周辺の除草、各坑口への管理道路（道路下の暗渠を含む）の点検等を行うほか、増

水時等においては、必要に応じて巡回を行うこととする。 
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４ 乙は、原則として月２回は、本坑坑内の水位計の作動状況を点検し、坑内水位の観測を行うものと

する。 

５ 乙は、中和処理施設を使用する際、次のことに留意することとする。 

（１）乙は、施設及び設備の盗難や侵入者の防止について十分監視を行うものとする。 

（２）集中豪雨、台風、地震などの異常事態の発生に備えて連絡体制を確立し、事態に的確に対処する

よう努めること。 

（３）乙は、異常を発見し、緊急に対処する必要が生じた場合は、応急措置を行うとともに、直ちに甲

に連絡するものとする。 

（４）乙は、委託業務に支障が生じないように常に施設の保全を行うものとする。また、点検・整備に 

より発見した不良個所又は故障の発生した毀損箇所のうち、軽微なものについては甲と協議の上補

修するものとする。 

（５）乙は、委託業務内の施設、建物及びその周辺の清掃を常に行うものとする。 

６ 前各項に定めるもののほか、乙は次の業務を行うものとする。 

（１）石灰、沈降剤の購入及び管理 

（２）施設の小規模修理に要する小部品（伝動ベルト、ベアリング、パイプ、パッキング等）の購入及

び交換 

（３）老朽坑廃水導水管排水管の取替 

（４）油脂、ウエス、ブラシ、工具その他の消耗品の購入 

（５）原水、処理水及び処理水放流点付近の水質分析の実施 

（６）坑廃水処理等に必要な光熱水費の支払い 

（７）フィルタープレスが常時正常な状態で稼働するための保守 

（８）フィルタープレスの稼働に必要な消耗品の購入 

（９）産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法（昭和４８年２月環境庁告示第１３号）による脱水ケー 

キの溶出試験及び含有試験の実施 

（10）非常用発電機の燃料（ディーゼル軽油）の給油 

 

（土地及び施設の使用） 

第６条 本業務に必要な土地、中和処理施設及び脱水処理施設は、甲が用意したものを使用するものと

する。 

 

（目的外使用の禁止） 

第７条 乙は甲の用意した土地及び施設を本業務以外のために使用してはならない。また、現状を変更

しようとするときは、事前に甲の承認を得るものとする。 

 

（中和処理に要する資材及び施設管理） 

第８条 中和処理に要する資材及び光熱水費並びに施設の維持管理及び修繕の内容は別紙のとおりとす

るが、使用実績により変更する場合がある。 

 

（坑内及び山地の保守点検） 

第９条 坑水及び導水管に異常が認められた場合は、乙は直ちに甲に報告し、指示を受けるものとす

る。 

２ 乙は、業務の実施に当たって、山腹の落石、山地の陥没等には十分注意を払うものとする。 
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（事故防止） 

第１０条 乙は、自然環境汚染、第三者への危害防止に努めなければならない。 

２ 乙は、災害防止のため必要があると認めたときは、臨機の処置を講ずるとともに甲に報告するもの

とする。 

３ 業務遂行のための設備が乙の責に帰せない事由により破損し、業務の遂行が不能となり、またその

恐れがある場合は、乙は直ちにその旨を甲に通知するものとする。 

 

（管理及び報告）  

第１１条 乙は、委託業務に関する作業実績及び薬剤、消耗品等の受払の状況等を的確に記録し、整備

するものとする。 

２ 乙は、次の事項について各月分を取りまとめ、翌月１０日までに甲に提出するものとする。 

（１）作 業 日 誌       毎日の天気、降水降雪量、処理水量、原水及び放流点下流のｐＨ、薬剤使用量、

フィルタープレスの稼働状況、施設の保安検査状況等を記載 

（２）処理実績表  作業日誌の内容を項目ごとに月単位で集計した数値、並びに各月の電力使用量及

び料金を記載 

（３）水質分析表  毎月の所定日での原水、放流水、放流点上流及び放流点下流の水質検査結果を記

載し、原水については分析結果報告書、放流水、放流点上流及び放流点下流につい

ては濃度計量証明書を提出（なお、臨時で水質検査を実施した場合はその都度、分

析結果を提出する。） 

          併せて、脱水ケーキの溶出試験及び含有試験の分析結果報告書を提出 

   

３ 実績報告書の提出部数は２部とし、これに添付する書類は、次のとおりとする。 

（１）作業日誌 

（２）薬剤、消耗品等の受払簿 

（３）工事費内訳表 

（４）分析結果表 

（５）処理状況を表す写真 

（６）従事者勤務状況表 

（７）その他必要な書類 

 

 

 



令和６年度坑廃水処理業務設計書

数量 単価 金額

本工事費 直接工事費 労務費 平日勤務 工 247

　 土・日、祭日勤務 工 118

大規模除草・補修作業等応援 工 45

計 410

材料費 消石灰 ｔ 21.0

沈降剤 ｋｇ 70.0

計

直接経費 電力使用料 ｋｗｈ 28,712

水道使用料 ｍ3 492

計

　　　　　直接工事費計

間接工事費 共通仮設費 電力基本料金 年 1

補修費 式 1 別紙②

分析費 成分 266 別紙③

営繕費 式 1 別紙④

現場管理費 　

　　　　　間接工事費計

工事原価

一般管理費

工事費計　(1)

工事費計　(2)

※ (1) から軽油引取税 1,156円 を差引

消費税額　(3)

10%

本工事費合計　(1)＋(3)

当初契約

費目 細目 種別 細目 単位 摘要

別紙①

別添

軽油引取税を含む
税抜金額

軽油引取税を含む
税込金額



区　　分 業　　　務　　　内　　　容 数　量・ 単位

坑水処理量 0.236 ｍ3／分×1,440 分／日×365 日 124,059 ｍ3

消石灰　（水量 124,059 ｍ3 ×  134ｇ／ｍ3） 16.5 ｔ

沈降剤　（水量 124,059 ｍ3 ×  0.57ｇ／ｍ3） 69.8 kg

消石灰 21.0 ｔ

沈降剤 70.0 kg

平日勤務工数 247 工

土・日、祭日勤務工数 118 工

大規模除草、緊急補修等応援工数 45 工

計 410 工

定期分析

処理原水（毎月１回採水、1試料×12回×７成分） 84 成分

　　    （成分：pH,Cu,Pb,Zn,Cd,SS,Fe）

放流点 （毎月１回採水、1試料×12回×6成分） 72 成分

　　    （成分：Cu,Pb,Zn,Cd,SS,Fe）

放流点上・下流（年４回採水、2試料×4回×7成分） 56 成分

　　    （成分：pH,Cu,Pb,Zn,Cd,SS,Fe）

上記以外の月に放流点下流で測定
（1試料×8回×1成分）（成分：ｐH）

8 成分

　　　　（成分：pH）

計 220 成分

溶出試験（年４回）

        （成分：pH,Cd,Pb,As,Hg,Cr,CN,R-Hg,Se他 ） 34 成分

含有量試験（年１回）

（成分：T-Fe,Cu,Pb,Cd,Zn,Al,As,Mn,Mg,Ca,S,SiO2 ） 12 成分

令和６年度 旧宝鉱山坑廃水処理業務 概要

薬剤使用量

薬剤購入量

労 務 工 数

分析成分数

（目安）



［別紙　①］ 令和６年度

（金額単位　円）

区　　分 単 位 数 量 単　価 金　　額 摘　　要

平日勤務 工 247

・R6年度平日数
・R5公共工事設計労務単価
（特殊作業員）

土・日、祭日勤務 工 118
・R6年度土・日、祭日数
・R5公共工事設計労務単価
（特殊作業員）

大規模除草・補修作
業等応援

工 45

・12月×3人（原水導水管
外、下流排水管）＋暗渠9人
･R5公共工事設計労務単価
（普通作業員）

計 工 410

　

労 務 費　内訳



［別紙　②］ 令和６年度

（金額単位　円）

No. 項　　　　目 数量 単位 単　価 金　　額

1
ｐＨ自動制御装置関連部品等
物品購入

1 式 工事費明細②－１

2 ｐＨ自動制御装置点検整備 1 式 工事費明細②－２

5 プレス関係機器点検・調整 1 式 工事費明細②－５

6 打ち込みポンプ分解整備 1 式 工事費明細②－６

7 パイプ修理 1 式 工事費明細②－７

8 回収古パイプ処理 1 式 工事費明細②－８

9 消石灰運搬装置点検 1 式 工事費明細②－９

11 第1集水桝蓋更新 1 式 工事費明細②－１１

14
シックナー南側一本松危険木
伐採工事

1 式 工事費明細②－１４

15
非常用発電機メーカー点検・
整備

1 式 工事費明細②－１５

16 非常用発電機軽油代 1 式 工事費明細②－１６

17
フィルタープレス部品及び部
品交換

1 式 工事費明細②－１７

18
管理道路Ｕ字溝用グレーチン
グ取替

1 式 工事費明細②－１８

合　　　　　計

（消費税別）

補　修　費　内訳

備　　　考



［別紙　③］ 令和６年度

（金額単位　円）

No. 項　　　　目 数量 単位 単　価 金　　額

１ 定期分析 220 成分 工事費明細③－1

２ 溶出試験 34 成分 工事費明細③－2

３ 含有量試験 12 成分 工事費明細③－3

合　計 266 成分

（消費税別）

分　析　費　内　訳

備　　　考



［別紙　④］ 令和６年度

（金額単位　円）

No. 項　　　　目 数量 単位 単　価 金　　額

1 トイレ維持管理費

基本料金 1 式

トイレリース料(4/1～
9/30)

183 日
SRA-DXリース
新旧交換日は重複

トイレリース料(9/30～
3/31)

183 日
SRA-DXリース
新旧交換日は重複

薬剤（消臭液１㍑） 6 個 月0.5本

薬剤（不凍液4㍑） 6 個 月1本（10月～3月）

搬入・搬出運搬費 2 式 既存トイレとの交換

汲み取り清掃費用 2 回

合　計

（消費税別）

営　繕　費　内訳

備　　　考



［工事費明細　②－１］

（金額単位　円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備 考

ｐＨ記録紙（B9573AN-A） 12 巻

１ペンカートリッジ(B9902AM) 1 袋 3本/袋

２ペンカートリッジ(B9902AN) 1 袋 3本/袋

プロッタペン(B9902AR) 1 袋 3本/袋

ガラス電極（K9142TN) 2 個

ジャンクション（K9142TH) 2 個

ｐＨ計セット（本体D-210P+ｐＨ電極
堀場9625-10D）

1 本

卓上ｐＨ計電極（堀場9621-10D） 2 本

ＫＣＬ溶液500ml（和光純薬166-
20375）

1 本

ｐＨ計校正点検用標準液500ml 4 本 ｐH4

ｐＨ計校正点検用標準液500ml 4 本 ｐH7

ｐＨ計校正点検用標準液500ml 4 本 ｐH9

合　計

（消費税別）

令和６年度

ｐＨ自動制御装置関連部品等物品購入　明細



［工事費明細　②－２］

（金額単位　円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備 考

pH計点検整備

1 技術者派遣費用 2 人

2 有料道路 2 式

3 サービスカー使用料（４H×1台） 4 時間

4 諸経費 1 式

合　計

（消費税別）

令和６年度

ｐＨ自動制御装置点検整備　明細



［工事費明細　②－５］

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備　　　考

１ ﾌﾞﾛｰ用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ点検・調整 1 式 ﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽ室内の脱水
汚泥清掃用

２ 計装用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ点検・調整 1 式

３ 搬出ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ点検・調整 1 式

４ その他周辺機器の点検・調整 1 式

５ 電気・計装機器の点検・調整 1 式

合　計

（消費税別）

令和６年度

プレス関係機器点検・調整　明細

（金額単位　円）



［工事費明細　②－６］

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備　　　考

１ 部品費

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ 1 式

軸ｽﾘｰﾌﾞ 1 個

円筒ｺﾛ軸受 1 個

ｱﾝｷﾞｭﾗ玉軸受 1 個

ｼｰﾙﾜｯｼｬ 1 個

ｹｰｼﾝｸﾞ用Ｏﾘﾝｸﾞ 2 個

注水ﾘﾝｸﾞ 1 個

Vﾘﾝｸﾞ(前) 1 個

端板パッキン(前) 1 個

端板パッキン(後) 1 個

Vﾘﾝｸﾞ(後) 1 個

ﾊﾟｯｷﾝ押え 1 個

軸受ｽﾘｰﾌﾞ 1 個

水切りﾘﾝｸﾞ 1 個

軸受ｽﾘｰﾌﾟ用Ｏﾘﾝｸﾞ 1 個

ｵｲﾙｹﾞｰｼﾞ 1 個

軸受座金 1 個

軸受ﾅｯﾄ 1 個

油脂費 1 個

1.5kwﾓｰﾀｰﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ・交換費 1 式

ｸﾗｼｷｶｲｻﾞｰﾌﾚｯｸｽ 1 式

Vﾍﾞﾙﾄ　3V-800 2 本

雑材費 1 式

小計

2 オーバーホール費 1 式 取外し、取付含む

3 写真撮影費 1 式

4 報告書作成費 1 式

5 出張諸経費 1 式

合　計

（消費税別）

令和６年度

打ち込みポンプ分解整備　明細

（金額単位　円）



［工事費明細　②－７］ 令和６年度

（金額単位 円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備　　　考

１ 材料費  原水パイプ更新

　3"φ硬質2種ﾎﾟﾘﾊﾟｲﾌﾟ 9 巻
30m／巻
第１～第２集水桝

　同上用３ＦＮジョイント 12 組  2系列

　送料 1 式

小　　計

２ 工事費

　配管取替費 20 人工 小運搬含む

　パイプスケ－ル除去 3,060 ｍ ※(3,330m-270m）

小　　計

※全長－当期交換部分

3 補助材料及び機器損料 1 式

4 交通費 1 式

※　原水導水管長計算

始点0～1,381m

第１～第２集水桝

下2坑口前～第１集水桝

上4坑内～本坑階段上

無名坑口前～上4坑内

原水導水管長　計

合　計

（消費税別）

　　　　　　　　 3,330m

パイプ修理費　明細

(1,381-31)×2系＝2,700m

　　　 135×2系＝　270m

　　　　60×1系＝　 60m

　　　 120×1系＝　120m

　　　 180×1系＝　180m



［工事費明細　②－８］ 令和６年度

（金額単位 円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備　　　考

１ 工事費

　古パイプ等処理費 1 式 300m

　産廃処理品運搬費 1 式  宝～処分場

　積み込み補助 1 式

合　計

（消費税別）

回収古パイプ処理工事　明細



［工事費明細　②－９］ 令和６年度

（金額単位 円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　　額 備　　　考

１ 点検料（法定自主点検） 2 台

2 1 式

3 出動費・通行料 1 式

合　　　計　　　　　　　　

（消費税別）

消石灰運搬装置点検　明細

荷重試験用テストウエイ
トリース代・運搬費



［工事費明細　②－11］ #REF!

（金額単位 円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　　額 備　　　考

既設桝蓋撤去処分
1.1m*2.8ｍ t=50 1 式

補強桁梁材（桧）
 120*120*3000 2 本

桝蓋 55*200*4000 8 枚

木材加工費 大工 3 人

補強桁梁・桝蓋現場取付
大工 3 人

手元作業員 2 人

木材防腐剤塗り　ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ 1 式

かい木（硬質ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ）
200*120*20 7 ｍ

打込みアンカー
ｵｰﾙｱﾝｶｰ(9mm) 12 本

釘・金物・雑材他 1 式

現地崩落土撤去搬出
大型岩石 小割搬出

1 式

運搬諸経費 1 式

合　　　計

（消費税別）

第1集水桝蓋更新明細



［工事費明細　②－14］ 令和６年度

（金額単位 円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　　額 備　　　考

1.伐採木　松目通りΦ500　L=25m 1 本

伐採労務費　樵 1 人

丸太　産廃処分 1,800 kg

枝葉　産廃処分 500 kg

搬出処分運搬費
4ｔユニック車（運転手共） 1 日

レッカー費 25ｔ（ラフター） 1 日

諸経費 1 式

合　　　計

（消費税別）

シックナー南側一本松危険木伐採工事　明細



［工事費明細　②－15］ 令和６年度

（金額単位 円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　　額 備　　　考

総合点検（１２ヶ月） メーカー

1 交換部品費

　エンジンオイル 8 Ｌ

　クーラント 2 Ｌ

　オイルフィルター 1 個

　燃料フィルター 1 個

　プレフィルタ 1 個

2 技術労務費 1 式

3 消耗材・機器具損料 1 式

4 車両交通費 1 式

5 既設品引取費 1 式

6 書類作成費 1 式

7 諸経費 1 式

合　　　計

（消費税別）

非常用発電機メーカー点検・整備　明細



［工事費明細　②－16］ 令和６年度

（金額単位 円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　　額 備　　　考

ディーゼル軽油 36 L

軽油引取税 36 L

合　　　計

（消費税別）

非常用発電機軽油代　明細



［工事費明細　②－17］

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備　　　考

１ 部品費

残液ﾌﾞﾛｰ用入口弁 1 台

残液ﾌﾞﾛｰ用ﾎｰｽ 1 本

油圧ﾊﾞﾙﾌﾞﾕﾆｯﾄ 1 式

油力ﾎﾟﾝﾌﾟ用圧力ｽｲｯﾁ 1 個

ｼｰｹﾝｻ 1 式

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 1 式

小計

2 納入運賃諸掛費 1 式

3 部品交換作業費 6 人工

4 PLC・TP現地交換作業 1 式

5 PLC・TP更新設計費 1 式

6 PLC・TPｿﾌﾄｲﾝｽﾄｰﾙ費 2 人工

7 交通費 1 式

8 宿泊費 8 泊

9 諸経費 1 式

10 報告書作成費 1 式

調整

合　計

（消費税別）

令和６年度

フィルタープレス部品及び部品交換　明細

（金額単位　円）



［工事費明細　②－18］ 令和６年度

（金額単位 円）

項　　　目 数量 単位 単　価 金　　額 備　　　考

Ｕ字溝用みぞぶた 4 枚

取付作業費 1 式

合　　　計

（消費税別）

管理道路Ｕ字溝用グレーチング取替　明細



［工事費明細　③－１］ 令和６年度

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備　　　考

１ 水質定期分析費

（処理原水） 月１回

　水素イオン濃度（pH） 12 成分

　銅（Cu) 12 成分

　鉛（Pb） 12 成分

　亜鉛（Zn) 12 成分

　カドミウム（Cd) 12 成分

　浮遊物質（SS） 12 成分

　鉄（Fe） 12 成分

（放流点） 月１回

　銅（Cu) 12 成分

　鉛（Pb） 12 成分

　亜鉛（Zn) 12 成分

　カドミウム（Cd) 12 成分

　浮遊物質（SS） 12 成分

　鉄（Fe） 12 成分

（放流点下流）

　水素イオン濃度（pH） 8 成分
（4,6,7,9,10,12,1
,3月の8回）

（放流点上流・下流）
年４回(5,8,11,2月
の4回）

　水素イオン濃度（pH） 8 成分

　銅（Cu) 8 成分

　鉛（Pb） 8 成分

　亜鉛（Zn) 8 成分

　カドミウム（Cd) 8 成分

　浮遊物質（SS） 8 成分

　鉄（Fe） 8 成分

合　　　計 220

（消費税別）

定 期 分 析　明細

（金額単位 円）



［工事費明細　③－２］

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備　考

１ 溶出試験費（年4回）

　カドミウム（Cd） 4 成分

　鉛（Pb) 4 成分

　ヒ素（As) 4 成分

　水銀（Hg) 4 成分

　六価クロム（Cr(Ⅵ)） 4 成分

　シアン（CN) 4 成分

　アルキル水銀（R-Hg)　 4 成分

　セレン（Se） 4 成分

　水素イオン濃度（pH） 1 成分

　含水率（wt％） 1 成分

　溶出液作成料 4 回

合　　　計 34

（消費税別）

令和６年度

溶出試験（脱水ケーキ）　明細

（金額単位 円）



［工事費明細　③－３］

項　　　目 数量 単位 単　価 金　額 備　考

１ 含有量試験（年1回）

　鉄（T-Fe) 1 成分

　銅（Cu） 1 成分

　鉛（Pb） 1 成分

　カドミウム（Cd） 1 成分

　亜鉛（Zn） 1 成分

　アルミニウム（Aｌ） 1 成分

　ヒ素（Aｓ） 1 成分

　マンガン（Mn） 1 成分

　マグネシウム（Mg） 1 成分

　カルシウム（Ca） 1 成分

　硫黄（S) 1 成分

　二酸化ケイ素（SiO2） 1 成分

　前処理費 1 回

合　　　計 12

（消費税別）

令和６年度

含有量試験（脱水ケーキ）　明細

（金額単位 円）


